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令和２年度 第１回 社会教育委員の会議  摘録 

 

【日    時】 令和２年７月２９日（水）午後２時３０分～午後４時３０分 

【場    所】 大牟田市役所 経営会議室 

【出 席 委 員     】 堺(裕)委員、堤委員、牧薗委員、堺(婦)委員、野田委員、松尾委員、江崎（美）委員、

後藤委員、黒田委員、須嵜委員、柿川委員 

【欠 席 委 員】 金子委員、江﨑(君)委員 

【行政関係者】 中島市民協働部長、冨安市民協働部調整監、徳川地域コミュニティ推進課長、原生涯

学習課長、楠生涯学習課青少年担当課長、川崎人権・同和教育課主査、徳永スポーツ

推進室長、中村世界遺産・文化財室主査、浦川地域コミュニティ推進課社会教育主事、

岡同課社会教育担当職員、西山同課社会教育担当職員 

 

◆委嘱状交付 

  今回は、委員の一斉改選の年に当たり、全委員に委嘱状を交付。 

任期は、令和４年６月３０日までの２年間。 

◆あいさつ  

中島市民協働部長 

◆自己紹介 

各社会教育委員（行政関係職員について令和２年度 社会教育関係職員名簿にて割愛） 

◆社会教育委員の会議について 

配布資料『第１回社会教育委員の会議』Ｐ３～１９に基づき事務局が説明。 

◆議長及び副議長の選出 

議長：堺(裕)委員  副議長：江崎(美)委員   

◆令和２年度筑後地区市町村社会教育委員研修会について 

  配布資料『令和２年度筑後地区市町村社会教育委員研修会開催要項（案）』に基づき、事務局が説

明。 

◆福岡県社会教育委員連絡協議会評議員について  

堺(裕)委員･･･福岡県社会教育委員連絡協議会評議員は２年間の任期で、昨年度から 

      引き続き「堺（裕）委員」に就任していただく。 

◆議 題 

１ 令和元年度社会教育委員の会議等実績報告及び令和２年度事業計画（案）について（報告） 

配布資料『第１回社会教育委員の会議』Ｐ２０～２３に基づき、事務局が説明。以下の意見・質
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問が出た。 

議長  会議が今年３回なのはなぜか。 

行政関係者 
 もともと３回から４回で設定していたが、内容を充実させること、分科会の設置

等（議題４「地区公民館の在り方の検討について」）を考えているため。 

委員 

 （福岡県内で新型コロナウイルスの感染が広がり、大牟田市でも陽性の方が複数

確認されているが）１１月１７日に実施する令和２年度筑後地区市町村社会教育委

員研修会は今のところ行う予定か。 

行政関係者 開催の方向で準備を進めている。 

 

２ 大牟田市社会教育振興プランについて（報告） 

配布資料『大牟田市社会教育振興プラン２０２０～２０２３』に基づき、位置づけ、基本目標、体系

図、重点事業などを冨安調整監より説明。以下の意見・質問が出た。 

議長 

 配布資料『大牟田市社会教育振興プラン２０２０～２０２３』の３ページに記載

している「５.基本施策に係る成果指標」では事業に参加した高校生に限定してアン

ケートを行ったのか。 

行政関係者  事業に参加した高校生に引き続き参加してもらいたく、アンケートをとった。 

議長 
 事業に参加している高校生からアンケートをとれば、高い成果が得られそうな気

がするが。 

委員 
 事業の案内は各高校にきているため、全体的に参加する高校生は広がってきてい

るのではないか。 

 

３ 令和２度社会教育・生涯学習事業計画について（協議） 

配布資料『令和２年度社会教育・生涯学習事業計画』及び『令和２年度社会教育・生涯学習機関

等事業計画』に基づき、重点事業及び新規事業等を中心に各課長より説明。以下の意見・質問が出

た。 

議長 
 スポーツの事業は中止・延期とあるが、このままの状態が続けば中止になるのか。

それとも代替するのか。 

行政関係者 
大牟田市内の体育大会については代替できる大会は延期の予定。今後、競技団体

によっては会場の確保ができるところについては実施されると聞いている。 

議長 競技自体が密になるから行わないのか。 

行政関係者 

大会を実施するにあたって応援等も含めて集団が発生するため中止・延期として

きた。今後は新型コロナウイルス対策のガイドラインに則って大会を実施していく

予定。 
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議長 
通学合宿も新型コロナウイルスの影響があると思うが、学校と連携して行う行事

はどうなるのか。 

委員 
 学校では、普段の生活でも密にならないようにしているが、話し合いの中で感染

予防をしながら連携して行えることがあれば考えていきたい。 

議長 

なかなか感染の予防と成果をあげることの両立は難しいが、各機関で知恵を出し

合ってよい方向になるように考えて頂けたらと思う。 

『令和２年度社会教育・生涯学習事業計画』１０ページに記載されている「文化

芸術生み出すまちの魅力アップ事業（№97）」で平田オリザ氏を招いているが、大牟

田の事業に長年関わっていただいているのか。 

行政関係者 

今年で４年目になる。羽山台小学校を拠点に子どもたちがお芝居を通じてコミュ

ニケーション能力をあげるために実施している。今年度は子どもたちだけでなく、

市民の方にもまちの魅力を知ってもらい、愛着をもってもらえるようなテーマを取

り入れている。 

現在、平田氏には講師として来ていただく予定であるが、新型コロナウイルス対

策として会場を広くして、子どもたちが安全に事業に参加できるように進めていく

予定。 

委員 

 『令和２年度社会教育・生涯学習事業計画』の６ページに記載されている「地域

ESD 推進事業（№49）」と「学校 ESD 支援事業（№50）」について、今年の３月に玉

川校区 ESD/SDGs活動委員会を立ち上げ、玉川小学校と宮原中学校と地域と一緒にこ

れから連携して事業を行っていく。SDGsが何かということを考えてきたが、一時的

な行事ではなく、付加価値をつけて行事を行っていく事だと活動委員会の中で考え

ている。玉川校区の当面の課題としては、歴史遺産・自然遺産・文化遺産などを掘

り起こしながら地域づくりから町興しに向けていきたい。玉川校区の自然と歴史の

ロビー展を勝立地区公民館で行おうと考えている。 

委員 
 地域の方から立ち上がって、学校支援の話をもちかけてくださったので、玉川校

区がモデルケースになればと考えている。 

行政関係者 

玉川校区では、地域の方から立ち上がって組織化し、学校支援に取り組んでもら

いとても感謝している。他の校区では、まちづくり協議会でも ESD の取り組みや学

校支援の取り組みを行っていこうとしているが、ESD そのものの理解がまちづくり

協議会全体に浸透していないため、昨年度から教育委員会教育みらい創造室の方か

ら指導主事を招いて勉強会を行っている。また、地域と学校の連携が図れるようコ

ーディネートを地区公民館の方で行っていく。 

議長 校長先生は、行政が学校 ESD 支援事業を計画しているのをご存知か。 
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行政関係者 

この事業については校長会では、まだ知らせていない。教育委員会の指導室と協

議をしている。その後に校長会で小学校、中学校、特別支援学校の校長先生に案内

をする予定としている。ただし、協議の中で学校では現在授業を優先的に行ってい

るということだったので案内のタイミングを見計らっている。 

委員 

『令和２年度社会教育・生涯学習事業計画』の７ページに記載されている「読書

推進事業（№55）」について、中央地区公民館では本が少ない。同じように充実させ

ていくのか、それとも地域に合った形で充実させていくのか。 

行政関係者 

 中央地区公民館では貸出が行われていないが、本を読むことができるスペースが

ある。議題４「地区公民館の在り方の検討について」の中でも触れているが、一番

多く貸出しがあるのが三池地区公民館で１日あたり約３７冊、他の地区公民館につ

いては約１０冊程度と差がある。児童書と一般書の比率の割合は地区公民館の場所

や利用者を分析しながら充実させていく。 

委員 

子どもの居場所がある三池・手鎌地区公民館について、三池では子供連れが来て

も児童書が少ないことや、手鎌では児童書はあるが一般書がどこにあるかわからな

いという声もある。地域のニーズを調べてほしい。 

行政関係者 

 読書推進については、子ども読書推進計画を春に改定した。計画の中でも、家庭

で本を読むことが大切であり、地区公民館の図書の重要性が考えられる。学校と図

書館の連携、地区公民館と図書館の連携が必要となってくる。ニーズ調査、どうい

う風に進めていかなければならないかということを図書館と協議していく。 

委員 館によって来られる方が違うのでニーズ調査が必要である。 

委員 

『令和２年度社会教育・生涯学習事業計画』の９ページに記載されている「スポー

ツ市民の祭典（№72）」は 10月 11日（日）に開催予定だが、例年体育の日に実施さ

れていた２日目の競技についてはどうなるのか。 

行政関係者 

 今年度については、オリンピックの関係でスポーツの日（7 月 24日）に変わった。

スポーツ市民の祭典実行委員会等で検討していくが、昨年度の実行委員会で週を変

えて２日間行うという意見もあった。また、新型コロナウイルスの影響によって１

１日に実施するかも含めて検討していくのではないかと考えられる。 

 

４ 地区公民館の在り方の検討について（報告） 

  配布資料『地区公民館の在り方の検討について』に基づき、徳川地域コミュニティ推進課長より

説明。今後の公民館の在り方を検討するために分科会の設置を提案。 ⇒ 一同承認。 

  委員の選出については事務局から「名簿（案）」を提出。 ⇒ 一同承認。 

  分科会長は、分科会設置要綱に基づき、議長より指名。 ⇒ 分科会長：江崎(美)委員 
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◆その他 

・委員の研修案内 

   今後の研修については、随時案内を出していく。 

    ⇒ 第２回会議 １１月下旬 予定 


